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錢
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料
曲
十
五
錢

幾
な
觀
察
力
と
知
識
を
組
織
立
て
を
學
問
的
頭
腦
と
之
を
表
，現
す
る
勝
れ
た
材
能
..と
は
美 

.術
史
家
た
.る
著
に
缺
く
こ
と
- ©
'
'出
來
な
ぃ
必
須
の
修
件
で
あ
，る
。
萍
木
先
.生
は
こ
，の
條
仲 

.を
具
備
し
得
た
稀
世
0
美
術
史
家
0

一
人
に
屬
す
る
。
先
生
は
我
國
に
初
め
て
m
.
㈣的
美 

術
史
を
導
き
入
れ
'
.之
，を
打
ち
樹
て
た
最
初
の
人
で
あ
つ
て
、
ぞ
の
長
か
ら
ぬ
四
十
五
歲 

の

生

涯

を

こ

の

、爲

に

捧

げ

た

先

生

の

努

力
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跡
は
鉴
に
偉
大
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
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先
生
は
蹙
愦
を
以
て
美
術
作
品
を
覜
、
熱
情
を
以
：て
之
を
.說
き
、
又
筆
を
執
作
ば
流
煺
、
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則
ち
珠
玉
の
文

を
成
し
た
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.本
«

は
久
.し
く
そ
.：の
絕
版
を
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ま
れ
て
ゐ
た「

西
祥
美
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史
硏
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に
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た

も
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.
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あ
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先
生
の
.文
は
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こ
れ
、常
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啓
談
的
熱
情
を
以
て
書
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、
總
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て
所
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家
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本
論
文
に
於
て
私
の
意
圖
す
る
脱
は
、
現
代
の
統
制
經
濟
の
經
濟
的
秩
序
は
>

が
な
る
も
の
で
あ
る
か
'を
晛
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。 

卽
ち
一
つ
の
經
濟
的
秧
序
と
し
て
の
自
働
的
市
場
調
節
-の
作
^

を
於
軸
と
し
て
發
展
し
て
來
.た
從
來
の
，國
民
經
濟
の
均
衡
は
、
今
日
の 

統
制
經
濟
叹
秩
序
-に
於
て
は
何
に
よ
つ
て
可
^

と
な
る
か
、
自
由
競
爭
的
經
濟
機
構
の
下
に
於
て
理
論
上
保
た
、れ
た
る
經
濟
的
合
趣
性

现
，代
統
制
經
濟
政
笟
め
理
論
的
八
z>
析
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か
，に
考
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れ
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又
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に
し
て
可
,̂

と
な
る
が
を̂

か
.
に
し
ょ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
，

'
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そ
の
爲
に
、
，今
日
、

ー^ '
雜
然
た
る
形
で
國
家
の
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濟
的
活
動
^ >
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如
ら
次
へ
士
行
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ゐ
る
所
の
統
制
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に
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い
て
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に
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從
來
の
經
濟
學
は
し
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く
攔
家
を
知
ら
ざ
る
社
會
經
濟
.の
理i

f

で
あ
り
、
社
會
的
勢
力
關
係
を
無
視
せ
る
市
場
經
濟
の
擧
問
_で，あ，
 

.
る
と
い
は
れ
る
。
か
、
ん
批
難
は
個

K

の
鹤
濟
嘹
者
の
‘論
說
に
つ
い
て
見
れ
ば
’、
尊
重
す
べ
き
も
の
が
あ
る
か
4

し
れ
な
い
が
、
.，姑
<'
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か
、
；
學
，說
の
論
議
如
ら
嫌
れ
て
、
V

は
ゆ
る
市
場
經
濟
又
は
社
會
經
濟
の
現
實
を
正
視
す
る
な
ら
ば
，
そ
れ
が
徹
頭
徹
尾
國
家
，の
勢
.
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力
に
ょ
づ
て
规
制
せ
ら
れ
、
'«

家
の
勢
カ
を
利
‘
5
し
、
又
之
に
ょ
つ
て
保
讁
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
>-
*

い
は
K

W
家
的
勢
力
を
自
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の
现
と
\し
て
そ
の
背
景
に
備
へ
て
ゐ
る
こ
と
は
明
如
で
あ
る
。

一
つ
■の
，國
戌
經
濟
を
横
成
す
る
倘
々
の
と
し
て
の

^

^
人
は
，
決
： 

し
，て
國
家
的
規
制
が
外
に
、
或
は
之
を
輯
へ
て
存
在
す
る
も
め
で
な
べ
、
實
に
國
家
的
社
# ，

的
の
勢
力
の
ー
茇
現
と
し
て
の
各
種
の
法
'

律
秩
序
に
服
從
し
、
之
に
則
つ
て
活
動
す
る
所
の
、
歐
家
的
、
，社
會
的
な
る
經
濟
人
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
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象
と
し
て一

般
に
围
承
を
捨
象
せ
る
市
場
經
濟
現
象
の
み
を
取
扱
つ
て
き
た
事
情
に
つ
い
て
は
，
そ
れ
は
一
つ
に
は
、
理
論
的
前
提
と
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し
て
阈
家
的
勢
力
に
ょ
つ
て
規
制
ざ
れ
た
る
市
場
經
濟
の
機
_
を
豫
め
承
認
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
り
、
ニ
つ
に
は
、
か
く
豫
定
さ
れ
た
.

,

る
市
場
經
濟
の
現
象
と
^
に
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す
る
國
家
印
身
の
經
濟
活
動
^—
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例
へ

ば

財

政

，
現

象

^
-
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市
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經
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、
の

現

象

.か
らP

M

切

り

離

，
さ
'

'

れ
、
別
個
の
螟
問
分
奸
¥
し
て
硏
み
九
さ
.れ
て
き
，た
か
ら
で
ぁ
る
。

'

.

'

.

面
し
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勢
力
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で
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'X 1
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と
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れ
な
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が
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な
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は
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.
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經
撕
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諸
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の
社
會
时
勢
カ
の
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濟
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經
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の
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の
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張
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於
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ヾ
政
策
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擧
淹
ド
ィ
ソ
忙
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弋
顧
に
發
展
せ
る
官
房
學
か
ら
'
展
&

ら
れ
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も
の
で
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が
、
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近

世
_の
市
民
«

會
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，成

立

ど
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：に

、
...國

家
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指
導
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»

吏
配
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凫
ふ
猶
濟
活
勒
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漸
ギ
固
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す
る
に
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で
*

市
民
#

^

の
■
經
^

^

學
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0

^

政
學
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國
民
經
濟
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»

と
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躐
分
離
ル
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ど
し
比
國
民
經
濟
の- ^

に
立
づ
令
丨
國
民
經
濟
龙
り
強
制
的
に
獲
得
し
紀
る
價
値
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―

ぬ
檐
當
者
と‘
じ
て
.々 

弛
に
資
本
の
處
分
と
し
て
他
握
さ
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、
例
へ
’
.ば
祖
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は
市
場
經
濟
的
國
民
經
濟
の
攪
亂
と
み
，ら
れ
、
公
岱
業
は
國

‘家
が
也
钮
を
得
ざ
る. 

公
典
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し
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に
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代
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の
學
に
對
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國
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^

政
の
學
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對
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求
す
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、
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、
"從
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と
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は
な
い
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制
經
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時
代
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濟
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あ
く
文
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市
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„ 

.も
の
で
な
く
、
國
家
の
，經
濟
活
動
を
ば
、
む
し
ろ
一
つ
の
基
本
敗
な
橫
成
要
素
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。、
又
財
政
現
^
 

•
. 

‘ 

、-

を
ば
單
に
國
家
緻
濟
の
內
部
に
•於
て
‘
の
み
見
な
い
で
、
市
場
經
濟
与
の
有
機
的
聯
關
に
於
て
把
握
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
最
近
に 

1

, 
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. ^
令
を
發
沛
し
* 

.暴
利
诹
締
令
を
施
行
し
。
社
會
改
息
家
：が
勞
働
，賃
銀
引
.上
げ
i 

を
主
服
せ
ん
と
す
る
が
如
き
は
之
に
恩
す
レ
。
戰
時
に
際
し
て
し
ば
^
,
實
账
さ
れ
る
數
# '
の
紘
制
經
濟
法
私
亦
^

に
屬
す
る
：
0
#'
し 

實
質
上
§

MI
は
、
單
に
勢
力
が
作
^ ，
す
る
と
い
，

4
3

#

だ
け
，‘で
；|
ぐ
、、'
.か
V

る
勢
力
の
作
用
'が
經
^

法

則

幺

い

が

に

油

げ

ー

る

.か
、
曲 

げ
^

場
合
に
，い
か
な
る
影
響
が
.^

ず
る
.か
と
.い
.ふ
c
_

と
で
あ
る

o

 ゝ

• 

.

.

.

.

然
る
に
か
、
る
問
琿
の
解
残
^

な
、
か

、
る
^

九
の
作
用
の
成
否
ば
、
，*

に
分
配
法
則
‘が
そ
* .
;^
體
諸
ネ
の
歡
濟
的
_

カ

;0
,
綜
合
的
 ̂

.
,

 

'

现
代
絲
制
經
濟
耿
锻
の
迦
論
的
分
析 

•

 

,

,

七

(

九
3

〕

,



,

，現
代̂

制

！
^
濟

政

策

の

规

謫

的

分

柅

, 

.
 

八

(

九 
一S

)
_

關
係
■を
表
現
:;
^

る
^

の
.
本
外
：な
ふ
ぬ
こ
七.を
自
覺
す
.る
時
に
始
め
て.
可
能
^

な
每
の
；で
ぁ'る
0

換
E

す
れ
.
.は
、
.
.實
銀
が：

ど
れ
丈
け
の
高 

,
:

‘ 

'

^
に
定
ま
^

が

巧

利

潤

ほ
'-
^

#

に
し
て
生
ず
る
か
は
、‘そ
れ
自
體
諸K

攸
.經
濟
.酸
勢
力
.の
.相
互
贫
渉
の
結
果̂;

し
.
て
：見
ら
’
れ
る
の
で
，ぁ 

，る
か
ら
，
そ
の
分
配
關
係
を
雪
せ
ん
と
す
る
企
だ
て
、は
、
單
に
嘮
ヵ
關
係
の
綠
規
た
名
賃
領
額
年
刹

g

率
の
：.み
：を
對
象&
.
す
.る
こ
と 

•

は

無

，
意

味

て

ぁ

る

と

見

な

け

-1
1

-
ば
な
ら
.
な
い
9

故
5

ぁ
る
經
，濟
法
則
の
結
果.と
1^

て
：見
^ :

れ
-
る

璁

象

贮

怍

用

せ

ん

：と

.ず

る

勢

ヵ

は

、

ょ 

::
(

)
橄

本

的

矿

、
：
か

;\
-

名

：結

果

を

生

む

所

6
.
:譽

關

係

そ

：

.の

も

の

，
に
.：
對

し

て

佾

用

レ

て

霞

 

-
: 

4

押
ち
ぁ
る
邾
し
い.勢
力
が
f

.

の
分
配
關
傲
に
働'ぎ
か
，け.
る
'
以
は
>
.

:

根
底
む
於
办
如^ -

を
分
配
隊
俯
ゼ
生
が
敗
^
た
所
の
勢
力
關
係

.

.に
影
^

を
及
ほ
.す
'
こ
と
を
*

圖
.す
，る
も
の.
で
^

く
.
て
.
は
な
'ら
.な
い
の
で
ぁ
る:0
然
.か
: %
:

末
梢
的
な
る'
質
^

現

象

：に

直

雙

動

き

^

け
る
Z

.

•

■

>

'

•

•

•

■

:

 

•

-

:

>
■
•

•

-
 

...
 

•

.
と
试
、
邋
爲
政
者
や
社
會
改.革
«

に
と
つ
て
最
も
目
に
つ_

安
く
、

|

見
v >

か
に
も
簡
單
^ '

泼
法
ど
■し
.：て
馬
ら̂

る
.
'の
で
.ぁ
る
.
o
:
ぞ
れ 

..■'

.
'が

や
%

ず
れ
ぼ
基
本
的
勢
力
關
係t -

顏
參
.し
，<
^
-\
<
0
.結
染
は
.
、
，..當
該
勢
ヵ
'の
働
.き
.：か
げ
た
'意

圖

，
は

容

易

に

實

興

の

■

.で
き
な
い
次
第
と
.な

ぐ
，
I

 で

. '
'

、：.：：：
. V
:，::

ミ
 

;
'
_
:
.
_
.

.'
'
:く
故
：に
：
分
.配

關

係

に..直

接

_

专

如

' 

\ 

'
-

へ-
.
V 

.
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. 

■  
.
 

V
-
V 

-L
 

:
.
, 

'丨
.
--
.

'
ノ 

:
 

\
 

---
 

—

.

ノ

ン

'
、

-

.

-
.

:
:
:

受
け
岑
反
抗
拷
ょ
つ
そ.：i
.

0
限

-

' 

•
 . 

- 

: 

• 

•... 

.-f
 

' 

: 

•
 

•
 

•
 

• 
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.
 
••
 

\ 

- 

.

'

.

 

I.
 

•
 

'
 
.
 

-

: 

_
,久
施
敖
が
：、.分
配
：關
係
0

修
: £

ハ
廣
革
を
舻
心
と
ず
_る

:
.

へ
：
約

朿

さ
.

れ
そ
ゐ
；る
と
い
ぶ
批
鄭
が
フ
じ^

ィ
卵
會
虫
義
考
以
側
が
ら
發
せ
疚
ぎ
た
が
’
冬

:■
、

- 

'
.

:4

配
論
上
'
の
：問
題
_と
も
，て.
み
た
^

费
ヵ
.
ど
經
濟
歡
則
が_

立
.ザ 

Q
.

で
^

る
こ
と
ば
^ . 

來
.
へ)

t
 

ム
.
の
糜
史
的
論-
乂
.に
.^ '

て
晴
策
.さ
^

.

:軍
に
ん
シ
：
ュ
，

'
ム
'
ベ
.
o

.

'

,

_

.

の
'論
文
—

—
.

.
「

七 a
s
'
o
K
u
n
d
p
r
i
n
c
i
p

 

_
d
e
r
.

 

.
v
e
l
t
e
i
l
a
n
g
s
t
h

rt-
o
r
f
e
j

 

A
r
c
b
i
v
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s
o
z
i
a
l
w
i
s
s
s
s

'oh
a
f
t

 

n
n
d

 

S
o
z
i
a
l
p
o
l
i
t
i
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第
四
十
“ 一

卷

ノ

一

九

二

六

.丨

一
七
、
所
賊Tr-

に
於
て
更
に
明
瞭
吐
っ
敁
芘
の

.
に
說
明
さ
れ
た
所
で
あ
る
。

 

■

, 

,
. 

' 

.

と
の
こ
と
は
す
で
に
た
び
く
說
か
れ
'た
所
で
あ
る
が
、
こ
、
に
詳
說
し
'て
經
濟
现
論
と
勢
力
と
の
統
一
の
次
第
を
明
か
に
し
ょ
ぅ
。

.
'
-
.い

^
 

.:

今
m
の
資
本
主
義
經
濟
組
織
，の
.社
#
に
於
.け
，
る
，人

タ

の

：
經

濟

生

.活

ほ

、
：
：周

知
^

:
:
ま
.れ
る
ァ
即
ち
各
人
'ゆ
：ナ
方
.に
敕
て
生
：產
者
と
し
て
.、：他
方
に
於
％
消
費
者
と
1>
て
：、〉

何
'れ
：の
.場
合
：
^
^

/

.

て
生
.產
に
：參
*

し
、.
：
所
得
の
分
配
，に
預
如
る
。

「

^

濟
_
論
は
辍
雜
: ^
名
^

 

'

.
-.
.■%

の
社
會
を
想
：定
し
$
各
人
.
0
濟̂
生
活
於
麻
で
邱
綴
灼
.で
營
ま
れ
石
：と
と
^

假
定
'す
.る
。
#

努

力

：ゆ

經

：濟

的

め

ば

、

--
-そ
，̂
人
.が
ど
^-
だ
げ
の
交
换
傻
値(

貨
幣
所
得
3を
獲
得
し
ぅ「

る
か
：̂

^
つ
で
测
ら
れ
る
々：

即
ち
：各
人
が
經
濟
的
.
.

, 

.»

-

f

,
 

. 

- 

.

.

. 

' 

• 

.

. 

- 

- 

• 

. 
•
 

、
 

I
.
. 

. 

.
»

,
價
値
り
生
ま
に
參
ふ
そ
；の
^
償
と
し
ヤ
受
取
る
^
.の
が
^
の
：人」

.の
所
^

•>
.
'/,
と
：'
'

.

.

.

.

.

.
 

'

■ 

//■
經
濟
现
論
的
へ
に
.

I

 
ロ
べ
：
：
ば

、
^
値
め
^̂
 ̂

.

い
く
«
ぐ
.
.の
價
値
の
坐
：產
に
貢
献
し
、
：ぃ
く
ば
.
.

' 

く
の
：價
値
が.
.各
.種
生
.產

に

.分
配V

ら
.队
.る
か
.と

^ '

ふ
こ
i

で
あ
.■る
。

b

 

;

_

ず
る
.；十
般
的
炎
解
答
成
ぺ
例
べ
ば
勞
働
叫
つ
い
^

•'

.

資
本
に
は
.利
子
が
、
.：士
擁
に
ポ
_
作
が
、
企
業
_
緣
に
資
正
^
,は
負
.，の

利

潤

が

:

'
:

一
濟
理
論
は# :

八
€

經
濟
敗
離
法
^ :

の

靡

と
_
:の
；關」

係
^ :
.

*

.

«

.人
的
所
得
歡
成4

問

題

去

し

て

.
捉

へ

_ .る
.
の.
^

な

べ〜

生

產

手

段

：

.

:

ゾ
の
：
_

形

成

.の

問

題
^'

レ
で
觀
察
妒
る
。
；
換.言
オ
.れ

ぼ

輟

濟

擧

士

饫

分

配

：：
の

.意

味

ば̂
 

_

、

.
:
:値
0
各
決
歷
麗
苇
も
封
幸
名
機
擺
的
分
配:?
:
さ
^

'
い
：ふ
の
で
あ
る
タ.
f ノ
レ ̂

..
V.
'
:
. 

.
V
:一
 

v
-:
'
/
,
:
.
;

パ

,

■ 

V 

H

fI
M
人
的
分
削
と
^

|1
^

的
分
觊
と
の
柯
別
は-彤
说
处
上
ク
？
丨
ク0

.

^

0玲
1
0に
初
る
0
そ
れ
ょ
り
べ
ー
ム
％
ハ
ゥ.ェ
ル
ク
、

シ
ュ
ム
ぺ.

、
 

- 

A
 

，

へ.
:
. 

.

.
:
:
く
'

.
瑰
代
：統
制
-餘

乾

繁
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S
:版
分
：祈：、
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入

r
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-
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K

B

H

H

?

,

現

代

鑛

轷

濟

欢

饿

の

现

論

的

分

析,

.

1
タ
I
、
ラ
ッ
グ
ゥ
ァ
等14

よ
つ
て
踏
襲
せ
ら
れ
た
9
次
に
參
考
ま
で
に
べ
l
A
rバ
ゥ
ニ
ル
タ
！！
よ
る
^'
義
を
紹
介
ず
る
9 

.

「
機

能

的

分

配

け

、
生

產

に

參

加

'せ
る
谷
種
の

 

が
、
い
か
な
ろ
鍵
に
嘥
つ
て
そ
の
贷
敝
せ
か
生
產
的
機
能
に
對
し
て
酬
は
れ
る
.が
を
決
定 

.

.す
る
の
で
あ
る
—

そ
の
隙
ハ
當
ば
機
^
ら
來
し
た
人
と1

^
1

關
係
で
^
;り
？
a
つ
X
あ
る
具
踏
的
な
個
人
が
か
V
る
機
能
に
为
な
ゎ
小
な
り 

,

、

‘手
傅
つ
た
か
ど
ぅ
か
哒
無
關
係
で
あ
る
。
即
ち
機
餛
的
分
醐
は
國
埒
的
虫
塵
物
金
睛
.が
,>
勞
働
贫
銀
、
土
地
地
代
、
資
本
貨
子
及
び
企
業
家
利
. 

網
の
大
な
腿
赔
に
分
解
せ
ら
れ
る
こ
と
を
我
々
に
宛
し
て
く
れ
る
。
—

人
^
分
配
Uは
之
に
反
し
、
各
個
人
が
國
民
的
牛
：產
物
令m

か
ら
良
已
_ 

以
身
の
a
に
獲
得
す
る
劑
前
の
大
さ
，
を
示
す
も
の

1
、

そ
の
際
、-#
入

が

ど

の

機

能

掠

つ

て

そ

，
？

^
搜
得
す
る
か
ぐ
又
唯
一
つ
...の
機
能
が
多 

>

^

の
椴
能
を
！1̂

に
^

し
て
‘

そ
れ
に
對
し
て
受
収
る
の
か
ど
ぅ
か
と
い
ふ
こ
と
は
無
關
係
で
，あ

ろ

し

(
B
d
h
m
l
B
a
w
e
r
k
:
G
e
s
a
m
m
d
t
e

 ： 

S
h
r
i
f
t
e
n
,

:

ル
八
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2
;
)

 

，
 

， 
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-

•

 

- 
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' 

- 

• 

- 

-
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- 

' 

■ 

.
 

ノ 
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-■-
-

■'
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-

_

:
而

1>
ヤ
>

は
,

ぶ
海
濟
_法
則
：と
.は

逢

と

、
レ

て

*

に

か

、
る
生
康
哦
段
の
。̂

^

形

成

め
.
原
_

^

「

か

れ

；名' ^
^

に

外

食

ら

：
な

い

。

-

-

^
肩

論̂

だ
：
け

)

が
_

法

則

の

全

部

で

；
は

_

い
ど
-
と
成
明
如
で
あ
る
於
、
東
の
代
表
紙
な
る
^ ;

の
.と

然

る

：
に

：
か

々

&

如
き
分
配
法
則
は
'し

；̂
-

:

人

に

よ

づ

て

純

粹

經

濟

的

範

疇

に

！®

^

と

い

は

れ

、
歷

史
的

、
社

會

的

藝

睛

で

な

い

と

說 

'
か

れ

，
る

。
；
ぞ

：
の

：
急

味

’

る
.
所
.は
、_「

純
粹
經
濟
的
範
疇
の
：概

念

が

、̂

か
..

4
る

歷

账

的
時

代
、_い

：
が

な

左

社

# '
'

的
.掛

_

|

の
下
に
於
て
も 

妥

當

す

る

概

念

で

あ
-
を
に
.
對

し

、.歷

臾

的

社

會

的

範

嚼

に

屬

す

る

槪

念

が

時

代

と

社

會

組

織

と

に

よ

つ

て

變

遷

す

る

と

い

ふ

の

で

あ

る

C

 

_
.
:故
'
に
例
.
.へ
.
ば
機
能
的
分
配
の
‘
法
則
が
.
'純
释
經
濟
的
_範
«

で
あ
'
る
と
_い
ふ
，こ
.
キ

は
”

.賃
^

な
け
利
壬
な
.り
.
地
代
な
'り
'
の
發
^

、

成
^

が
い 

か
な

る

社

會

組

織
'
の

下
に

於

て

も

見

ら

れ

、
.

此
等
の
慎
値
の
發
生
を
否
.
定

す

る

こ

と

は

，い

か

な

る

社

會

的

改

苹

を

以

て

す

る

も

不

可

能
. 

で

あ

る

と

レ

、ふ
結
論
を
®

ら

す

。
然

る

に

若

し

こ

の

分

配

法

則

が

歷

史

的

社
#

的
範
疇
で
，.あ

る

な

ら

ば

、社

會

組

織
-
の
變
革
は
、
新
し
き

着

畫

含

證

餐

義

養

藝

^

^

 蒙
^

陽

靈

i

l

i

l

隱
^

社
#'
鈕
織
の
制
約
下
に
新
し
き
分
配
法
則̂
示
す
え
，̂
に
、な
る
の
で
-|>
'
る
。 

、

，

•

.
*
社

寫

決

的

i

の

^
は̂

近

华

の

社

會

的

淮

的

學

派

(

K
*1oie

hl,s
tol

zma
nnw

Ji

ょ

つ

て

代

表

さ

れ

る

が

、

ち

の

齒

者

と

し

て
 

デ

ィ

_1
ル

は

ロ

一

ド

べ

ル

タ

ス

(Rodbertusv

ア

ド

ル

•フ
•ヮ
グ

ナ

I (A. 

wagper
〕

等

'̂
あ

げ

て

ゐ

る

。

リ

グ

ナ7

に

花

つ

て

は

^

民

經
, 

濟

の

國

家

挫

、

膝

史

忱

を

力

説

す

る

こ

と

が

生

た

る

目

的

、で

あ

0

'
當

時

の

古

观

舉

派
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經

濟
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念
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會
的
法-^
概
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と
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方
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立
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、
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；
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あ
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濟
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し
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に
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述
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て
ゐ
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動
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濟
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则
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す
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ば
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會
組
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潇
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；
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條
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抵
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あ
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限
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し
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ト
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ッ
マ
V

-T
/

そ
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純
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_

濟
的
な
ゲ
べ
ー
ム
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パ
ゥ
エ
！
ル
ク
の
■
察
方
法
を
批
^

^

、

限

^
;
效

財

識

、
に

截

づ

'<

分
齟
：
へ

■ 

法
则
を「

_

然
法
則」

と
解
し
，
以
て
掘
濟
擧
に
於
て「

社
會
的
施
_

」

：
か

優

越

す

べ

き

こ

'
と

を

强

調

し

龙

の

，
で

あ

る

0 
.彼
ぼ
名
の
最
爾
の
著
窗
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つ
い
て
受
け
た
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し
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'
H然
的
龅
#
と
共
に
社
曾
的
範_
を
も
併
せ
認
め
る
所‘の
忻
衷
中
：義
の
立
場
を
と
る
も
の
と
自
認
し
て
ゐ
る
が
、
^
實
に
於
で
彼
の
說
く
償.. 

値
，
M e
格
の
现
論
は
純
粹
經
濟
的
で
あ“
、-
P
U然
的
跪
替
に
餛
す
る
と"
若
し
ベ
f
ム
：が
予
-の
批
難
に
答
へ
、て

「

种
會
的
勢
カ
.

」

を

經

濟

の

：
中 

に
考
磁
す
ろ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
必
ず
や
彼
の
"

識̂
原
现
の
极
本
的
變
說
し
な<1
し
て
は
行
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難
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あ
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路
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齊
的
瓜
钗
へ
手
⑴
の
綱
は
沿
乂
て
行
か
-れ
な
い
こ
と
を
予
は
詐
說
す
る
で
あ
ら
た
ソ
阪
晁
效
用
說
ゆ
そ
の
鄯
慢
な
る
扼
立
化
ゝ
の
爲
に 

'
、

不
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受
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あ
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Gesetz?」
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一
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に
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^
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マ
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而
し
て
そ
の
解
咎
は
要
す
る
に
旣
に
述
べi

に

「

餘
i

勢
力
は
經
濟
法
則
の
内
部
に
於
て
、
經
濟
霞
則
'を

發

行

す

：

る

も

の

で

あ
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ふ
こ
と
で
あ
つ
たo 

'

:.
'，
っ

.

■

純
粹
經
濟
的
法
則
が
あ
る

「

自
然
法
則
W
で
あ
り
、
人
爲
的
に
犯
し
離
い
不
釋
の
法
則
て
あ
る
之
す
る
如
き
考
人
は
、
彼
：の
頗
る
意
外
と
す
る

. 

■
,撕
で
あ
つ
.：た

。
，
ベ

.

！
ム
：は
旣
&

前
に
：

>」

イ
述
ベ
た
こ
^
が
あ
り
'
 
た

.:
0
'
:
.

「

今
：日
-
^
:
の

分

配

；に

對

し

て

社

1

に
設
げ
ら
れ
た
制
度
や
施
策
の

'
，■
，
ぐ
■影
響 

_

#
ん
と
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の
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に
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へ 

u
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'
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純

粹

經

濟

■

觀

察

乃

至

.そ

：
の
：
法

則

免

以

で

自

然

的

,

,'
.自
然
法
則
と
見
る
解
釋
はV
現
代
に
於
て
も
必
ず
し4
、
'全
.く
漱
失
し
た
_
で
は
''. 

,
'v:
な
い
。
ぬ

：へ
：ば
现
代
广
ィ
ッ
の
ゴ
マ
卜
ル
學
派
め
財
政

'
,「

勢
カ
と
經
濟
法
训
と
の
關
係
に
就
て
.の

問

題

ば

經

濟

に

ー

對

す

る

國

家

の

，
极

本

關

係

ぬ

關

す

.る

；
も_の〗

で
あ
な
0
:
若
し
も
經
濟
0
^
 

パ
ゾ
そ
れ
自
身
の
内
か
.ら
.
決
定
ず
石
法
則
を
立
證
す
<
る
.こ
と
.
は
成
.掛
す
る
な
ら
；ば
、.
ぞ
の
，.場

合

记

は

此

領

姨

に

對

じ

て

.
國

家

の

行

動

は

ど

ん

な

形

で
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筲
行
;^

れ
ょ
ぅ
と
も
不
耍
で
あ
る
許
り
で
な
く
、
.
有
爵
で
'な
い
と
す
^ :

ば
無
意
味
で
あ
る
ニ
ど
に
な
：
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こ
れ
が
爲
め
、
.經
濟
は
國
家
を
外
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し
て
坟
を
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^
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の
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己
&

|{
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に
於
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そ
れ
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の
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參
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.
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機
能
的
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個
人
的
分
配
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區

別
.に
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滿
を
抱
き
兩
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相
途
はf e

も
.、

V
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ラ
h
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も
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ぐ
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^
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ち
彼
.に
_
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條
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參
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；豐

的

給
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し
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ー
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な
い
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重
要
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を
終
荦
才
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1
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の
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叔
を
と
さ̂

る
9

而
し
.，患
重
要
性
於
餘
人
的
所
得
の
基
礎'に為灰加省ぅかはにされ

.
な
い
の
で
あ
る
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ど.憑
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定
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_機
能
的
分
配
は
單
£.
父
換
經
濟
，の
.内

部

に

お

：け
：
る
：

.上

.記
^
諸
奥
素
の
作
用
が
^
象 

き
れ
.る
へ
に
止
ザ0
'、
.
.交
換
經
濟
ー
の
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件
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；の
も
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は
捨
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^
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と
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ラ
ン
グ
ゥ
ア
は
檄
能
的
分
敵
が
交
換
紙
澈
の
社
# :
で
i
t l
:
.#:
主
_

の
經
濟
_

#'
に
も
當
«

が
と
龀
く
め
で
あ
る
o
'
.然
ら
ば
勢
力
と
分
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配
法
則
と
(0
關
係
は
い
.
'か

'^
解
す
ぺ
.
.き
.’で
办
ら
ぅ
か
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こ
、
に
於
て
彼
は
頗
る
興
味
の
深
い
區
別
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即
ち
經
濟
的
勢
力
と
經
濟
外
的
勢
力
と
の
區
別
を
も
つ
て
く
る
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機
能
的
分
配
は
勢
力
乃
至
ば
勢
力
的
利
益
の
分
配
を
意
味
ず
る
、も
の
で
は
な
く
、
單
に
生
產
.要
素
の
分
け
前
を
規
定
：す
：る
.に
留
ま
る
、.：
 

そ
れ
は
あ
る
程
度
ま
で
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カ
の
現
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す
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も
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あ
る
。
然
る
'に
交
換
經
濟
と
い
ふ
一
つ
の
社
#

組
織
の
下
；に
於
.で
诚
、
各
坐 

,
 

'

現
代
紙
制
經
濟
政
策
の
理
論
•的
分
析• 

、
 

, 

ニ
ー
、一
 

s

i

 

:

••
•

:

:

f



-

-
.
现
代
_
刺
總
濟
政
策
の
5'
鹊

分

析

パ

，

',-

 

•

一
I'
M

-

(

九
內
0〕

南
耍
素
杧
對
す
る
，霞
必
分
配
'そ

の

も

の

が

，、

一

定

の

社

會

的&
る
勢
カ
の
要
.
#の
伏
在
の
結
-3
4
'
*
と
見
ら
れ
^
0

「

交
換
終
濟
に
於
て
は 

一
個
人
の
有
、す
、る
經
濟
的
勢
力
，の
程
度
は
當
該
例
人
に
よ
つ
て
代
搴
せ
f
eれ
る
、生
^
要
素
の
分
げ
前
に
依
存
ず
る
。
そ
れ
故
に
、
經
濟 

的
勢
力
よ
り
年
年
る
利
益
の
高
さ
’は
機
能
的
分
配
.の
分
け
前
か
ら
讀
み
と
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
併
し
經
濟
的
勢
力
は
交
換
經
濟
の
中
に 

の

み

存

す

る

。

：

：

そ

れ

故

に

卒

直

，に

こ

ゲ

；

S
、

つ
て
も
よ
5

9
經
濟
的
勢
力
は
ま
能
的
分
配
の
妒
に
あ
か
か
と」

訪
。
之
に
對
し 

個
人
的
分
配
を
規
定
す
^
も
の
は
經
濟
外
的
#
力
で
あ
る
。
例

へ
ば
勞
働
の
價
値
が
勞
働
者
に
歸
屬
ず-

る
か
ど
う
か
は
*
勞
働
者
が
肖 

'由
で
あ
る
か
ど
う
，か
、
奴
隸
制
が
許
さ
れ
て
ゐ
る
か
ど
う
か
、
私
有
財
^
制
度
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
ど
う
か
：に
よ
.つ
：、
影
響
さ
れ
る

の
で
あ
る
.0
.

!

, 
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' 
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.
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m

g

上

I

I

、

.
、
. 

'

、

V
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' 

へ
 

‘ 

'

■ラ
：
\
グ
ゥ
ァ
め
分
析
は
颇
る
銳
い
け
れ
ど
も
、>果
し
て
、限
界
效
用
說
な
り
一
般
的
均
衡
論
の
學
說
が
說
い
'
_て
.ゐ
る
.分
配
法
則
が「

.社」 

會

.と
對
益
せ
：

K
3
#

味
.の
'

「

純̂
;觀
的
令
あ
券
か

.石

^

か

に

，つ

い

て

ぽ

首

肯

^
得
&

^
む
の̂

あ

を
。
，
.
從
や
て*
經
濟 

的

勢

力

と

經

，濟

外

的

勢

力

と

の

彼

q

區

も̂

亦
必
ず
し
‘
も

そ

の

ま

X

で
是
認
，し
得
，な
い
も
の
が
あ
る
の
で
あ
るC 

,

,

 

■*
づ
第
一
七
我
A 9

考
へ
て
‘ゐ
る
經
濟
法
則
は
決
し
て
ラ
シ
ダ
ゥ
ア
の
，い
ふ
樣
なr

坐
齑
と
消
費
の
自
然
的
條
件」

の
み
を
前r

従
と 

す
る
も
の
で
は
な
い
の
-で
あ
る
。I-

宛
の
社
會
組
織
も
亦〕

つ
_の
經
濟
組
，織
と
し
て
當
然
與
へ
ら
れ
た
る
條
件
で
な
け
れ
ば
な
ら
赵
い
0 

I

定
の
生
座
救
術
、
分
業
的
生
旌
方
法
，
、
' 所
有
す
.る
財
貨
の
.處
^

^

て̂
の
慮
則
と
し
で
め
自
由
打
保
證
、
等
々
は
何
れ
も
經
濟
生
活
’ 

の
營
ま
れ
る
場
所
に
關
す
る
社
會
的
前
描
で
'あ
り
、
經
濟
學
，卜
；の
い
は
ゆ
る
幾
件
で
あ
る
。
か

る

.社
會
、的

前

提

に

從

つ

て

營

ま

れ

る 

人
々
0
經
濟
生
活
'、
經
濟
活
動
は
そ
^

^
に
應
じ
た
，れ
る
結
來
を
示
す
に
^

な
い
。
そ
^,
意

味

に

於

て

ノ

經

濟

戴

則

は

總

、
て
社
會
的 

屈

則
.
で

あ

り

、

，社

#

的
範
.
に
©
す
る
。
.勞
慟
■の
陂
界
生
產
力
.
に
，
關

す

、
る
.

法
則
も
，、
士
地
の
地
代
の
法
則
も
何
れ
も
社
會
的
法
則
で
あ

^

^
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'

が
併
し
^
れ
，は
同
時
に
純
粹
‘經
濟
的
#
!
で̂
あ
る
。

一
切
，の
他
の
觀
點
か
ら
嚴
密
に
區
別
し
、
純
轉
に
經
濟
的
面
を
取
擧
げ
て
方
法 

上
の
ァ
ゥ
1
ノ
ミ
ー
を
货
徹
す
る
总
味
に
於
て
純
_

濟

的

で

あ

る

，
ノ

 

.

,
'

そ
れ
故
に「

純
粹
經
濟
的」

範
_
と「

社
會
的
範
疇J

と
を
對
立
さ
せ
る
と
と
は

無
意
^
で
あ
り
、
方
法
論
上
'か
ら
も
茁
し
'ぐ
な
い

。

•

‘

併
し
’な
が
ら
、
地
代
の
法
則
な
り
、
刹
子
の
.法

則

教

り

扒

、

，歷

史

的

社

#

的
範

tt
:
で
，あ
る
か
、
そ
れ
と
も
あ
ら
ゆ
る
社
'#
的
制
約
を 

超
へ
て
栉
相
す
る「

自
然
的
範
_」

に
屬
す
る
も
、の

-で
あ
苓
か
は
、
又
別
個
の
問
顯
で
、あ
り
‘、
問
題
の
そ
れ
ぞ
れ
に
■つ
い
て
考
察
し
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
o
' 

,

,
 

, 

,
 

:

例
へ
ば
シ
A 

Aぺ
ー
タ
-丨
が
適
切
に
例
示
し
て
ゐ
'る
通
り(

訪〕

、
；人
六
の
所
得
が
市
場
に
お
け
る
價
袼
の
形
成
を
通
じ
て
形
成
さ
れ

. 

, 

-- 

- 

,

る
^
と
は
事
寶
で
あ
り
、
交
換
經
濟
組
緻
で
な
_い
他
の
あ
る
經
濟
組
織
の
：卞
に
於
て
異
つ
，た
形
態
を
と
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
そ
の 

こ
と
は
直
ち
に
地
代
教
り
利
子
散
り
が
交
換
經
濟
の
下
に
玲
て
の
み
見
ら
れ
务
*
會
饰
法
的
範
疇
で
あ
つ
で
、
他
の
經
濟
組
織
の
下
に 

於
て
は
^
ら
れ
な
い
も
、の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
o
, 

t 

\
に
ク
ラ
I
ダ
やT

 

f

4co
.
.
iふ
個
人
的
分
配
■と
.機
能
的
分
配
の 

意
味
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
經
濟
理
論
は
生
趦
要
素
の
坐
，®
的
給
付
、
生
產
手
段
の
偾
格
を
こ
そ
論
ず
る
が
、
か
、
る
生
產
手
段
の
所 

有
者
の
坐
產
的
給
付
'や

そ

の

所

得

を

，直

接

6

_題
と
し
て
取
扱
は
，な
い
.の
で
あ
る
。
併
し
生
產
手
段
の
坐
產
的
給
付
や
、
そ
の
®
格
の 

形
成
め
過
程
蔡
杧」

定
，の
社
#
的
範
畴
と
し
て
取
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
改
め
て
，說
ふ
要
を
み
な
い
ほ
ど
自
明
の
蕻
柄
で
あ
る
。
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直
；E
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參
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例
へ
ぱ
^

^
日
く
、「

若
1
こ
の
區
別〕

機

能

的

兹

，と_
人
的
.分
配
の
減
別〕

を
ァ
ダ
ム
.
ス
'ミ
ス
が
理
解
し
て
ゐ
た
な
ら
ぱ
、
赘
働
济
が
そ 

の
奉
仕
す
る
生 

<
を
%'
た
ず
、
+.
地
が
若
以
外
の
人
に
占
有
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
埸
含

ii、

あ
ら
ゆ
る
收
益
は
勞
働
，所
得
と
な
る
で
あ
ら 

.

現
代
練
刺
_
濟
政
策
の
现
論.的
，分

析
，
‘
- 

/ 

、

：
J1
.

C

九
四T

)
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現
代
統
制
經
濟
政
策
の
理
論
的
分
析
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H
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九
四
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'

う
と
は
ス
ミ
ス
は

い
は
な
た
で
あ
ら
う」

と

o
- 

’ 

, 

.

;
■'

〜

例
へ
ば
地
代
法
則
は
、
交
換
經
濟
の
下
に
於
て
、
あ
る
土
地
に
ど
札
程
の
價
値
が
歸
屬
せ
ら
れ
る
か
を
明
か
に
す
る
。
そ
れ
はF

定 

か
經
濟
的
見
地
.の
卞
杧
明
か
に
*

V

ら
れ
ざ
も
の
‘
で
，
あ

つ

て

、

我

々

の

V
ふ
純
粹
經
濟
的
觀
察
に
ょ
つ
て
把
握
さ
れ
る
ゲ
併
し
地
'代
は
單 

ン
：：：_に

交

換

經

濟.._
の
¥
,に

蓮
0.
み

苋

あ

作.る

は

が

り

：で

长
-<
^

*
ル

及

为|
'ド
0
:地

代

學

說

：や
>
_限

界

坐

^

物

と

し
て
の
ー
地
代

の

成

立

の.
 

パ

歌

朋

が

茁

し

け

れ

ば

ぃ

典

產

主

義

酿

璧

に

翁

て

ー

も

見

ー

ら

れ

右

^
办

ら

う̂

こ
^
意

味

に

於

て̂
 ̂:

シ

;-
ト

ル

ッ

ず
 

'ン.
.
等

の

^
.
は

ゅ

る

■

經
濟
的
範
避
で
本
る
と
も 
V
 へ'
.き

-'
.
^
^
^ ̂

.

,
:

へ
;ぐ
-
.:
':

:-
:
-
.
'
.
:
:
.

.:
ソ
 

'ぐ
-'
,：''
.
.
:
.
.
;
v
.
’
.

.-

.

'

.

■

■
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■
:
-;
然
%

に
利
！

f

や

企

業

：衆

利

潤

0
場

：合
|

歡

：は̂

お

些
.か

異

故

を.0
此

等
 

.
賴

疇

と

し

七

把

握

务

办

る

：が

、

^

ッ
：：中
把
ッ
べ
マ
:^

'
•■
'
る

踉

ヵ

同

じ

く

純

；粹

經

濟

的

範

疇

で

：：あ

：る
：が

、
：：

.シ
:i
へ
マ.；ル_ク
：'ス
^
:撕

取

諛

に

^

^

ば

社

會

的

範

疇

と

な

る

で

へ

_ 

■•
/

.匕
に
^

ク
て
明
か
&

る
如
く
フ
鈍
粋
經
濟
學
が
說
^ ^
所
の
諸
タ
の
經
濟
法
則
ば
す
べ
ぜ
皆
社
會
的
法
則
セ
あ
る
と
い
つ
て
ょ
い
。
併̂

.

. 
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. 
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: 
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•
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- 

• 

•
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.

.

.

.

.

. 

'
圓
.
.
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.

.

.

.

. 
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.

し
そ
.れ
が
歷
史
を
實
徹
し
て
ク
：あ
：ら
ゅ
％
種
類
の
社
會
組
織
の
乎
に
妥
當
ず
る
か
ど
，う
が
は
1

0—
-

の
經
濟
法
則
に
.つ
い
て
そ
.の
.内 

容
を
谕
乳
'1
>
:
.て
み
：な
对
れ
ば
龙
.ら
ず
ヽ
—-
概
f
e何
れ
か
：

1

方
め
範
猶
に
.人
^

込
ん
で
し
.ま
ふ
I

は
愼
ま
な
け
れ
ば
：な
ら
ぬ
。

.然
るX

こ
.
\
.
.
に
.經

觀

：的

法

則

在

抽

出

_す
為
所
.の
純
粹
經
濟
时
觀
察
そ
の
.も
の〜

性
格
に
關
し
土
.衣
ほ
疑
問
が
殘
る
か
も
し
れ
な
い
。

.
抓

ち

方

法

と

し
.

で
：：

の

ア

ゥ
>

.
ノ
：.ミ

ー

を

經

濟

の

世

界

慑

定

：す
名
こ
：と
妨
芷
し
_い
_か
ど
う
'
か
.
と

い

ふ

象

，で
あ
る
。
' 此
場

合

、
M

し
い 

ゝ
か
ど
.う
か
.と
い
'
4
.

S

と

は

合

目

晚

性

め

間

題

と

レ

て
V

卽
ち
現
實
の

.：

遡

解

の

爲

に

適

當

：し
.：て
^

る
.か
^

う
.
か

.
の

問

題

と

し

て

解

釋

さ

れ
 

る
で
ぁ
ら
ぅ
“
。

然

り
^

す

れ

ば
"

疑

問

ぽ

方

法

論
'の

領

域

に

於

て
V

な

べ

，
、

：
實

質

的

故

領

域

^

於

て

解

決

さ

れ

る

こ

ど

を

要
'す

る

。

'

.

.

.冗

來

勢

カ

說

が

：
い

.

.

.
は

ゆ
.
.る

經

濟

：
の

自

律

性

.を

.否
^.
せ
'ん
，と
，主
：張
す
る
.
_
.
の
も
、>
そ 

1
つ
は
こ
、
に
あ
つ
た
ど
い
へ
る
. 

V 
ノ
め
で
あ
.る
A
換
言
す
れ
ば
；'
.勞
働
«
銀
^
り
、
資
本
利
矛
な
々
が
、'經
濟
的
必
然
性
.
.に
ょ
つ
，
て
：
の

み

充

分

.に
說
明
さ
R
-る
i
'の
^
な
く
、' 

\ 

.そ
れ
议
外
の
要
素
即
ち
社
會
的
勢
カ
.に
ょ
<?
て
：
も

同

時

に

影

響

さ

.れ
る
（

極
端
液
.る
主
揋
に
あ
づ
：て
は
社
氤
时
勢
カ
の
み
に
ょ
つv

-

-

-

-
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，へ
^
定
さ
れ
る
'
—
-
-
-
-

と
：̂
を
、午
_

せ
ん
.と
.す
.
'る
の
.で
：«>
-
.る
:0
,

' 

/方
法
.と
じ
^
;の
經
濟
の
'自
律
姓
$:
.半
：張
す
¥

'
.な
：い
か
^

5
か
.、
_か
：へ
る
法
則
$:
:否
定
す
#
意
味
で「

11
:
#;
的
勢
ヵ」

が
..現
1:
-
-に
分
配
.を
き
定
す
る
が
.ど
5:
か
と
い
..ふ

一

番

最

初

の

問

題

パ
'
へ

戾

る

こ

.
と
に
一
な
る

:0
ぺ
■
十

■-
 

.

.■

.
'
、
 

,'.

:

'.ぐ

’

'

'
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こ
'

.

:

:

.
 

,

:
■'
'

而

しV

之
'に
.對

す

ス
•の：
答
經
濟
法
則
そ
，

.の
も
^
が
.
1定
.ぞ
社
會
的
勢
カ
.關
係
を
前
提
'と
し
て
4
;め
'ト
£

立

て

ら

れ

て

'
ゐ
る 

: ■
■

こ
左
^

指

摘

す

取

ば

息

づ

か

ち

明

か

で

.あ

ら

ぅ

。

卽

各

勢

ヵ

關

係

は

經

濟

法

則

と

：相

並

^

之

を

排

除

す

名

 ̂

■

■>
-

-

亡
.な
く
.
.，'^.
.し
.ろ
贫
後
.
.
'
の
.協
係
に
.
'
.
於
て
分
配
-
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.定
す
る
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.セ
|>
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.る'
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經
濟
理
論
的
に
•は
社
會
的
勢
力
關
係
ば
：1
/
_い
ほ
ゆ
.る
興
件
と
じV

理

解

さ

れ

る

々

：
卽

't
>
自

由
.鱗

攀
.の
，交

換

經

濟

の

組

織

と

か

：
一
定

■ 
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'

の
獨
占
又
は
準
獨
占
の
鲍
：の

.

提
.

は
、

ど
，
り
も
な

.

ほ
さ.

す
、
へ_

會
的

.

勢
力
が
い
如
に
經
濟
を
規
定
す
る

.

か
.

e

具
體
的
に.

示
し
た
も
の
に.

 

:

外
教
ら
な
い
0:

然
：る̂

、ン
あ
る
社
會
的
勢
カ
か
交
換
經
濟
れ
紙
織
を

_

生
み
出
じ
、獨
占.

の_

を
生
み
出
し.

だ
：と
い
ふ'

こ
と
を
歷
：史
的
に-

_

.

社

會

駕

にI

し

得
f

.

し
て
：
もU

例
へ
：
ば

灌
 

.へ

か
.界

な

る

で

：多

ら
5:
が

タ

：
生.產

技

術

办_
步

、

支

配

階

級

：
の

齋

驢

ヵ

：：
：
：
新

興

階

級

0
.物
質
的
勢
カ
が
瑰
代
の
賛
本
主
義
截
權
を
生
_ 

八

み

，出

：す
^
に
^
か
.に
.作

用
.し
：だ

か̂
歷

史

的>
.
:
實

證

.的
::
.

^

1

^
學

的

把

明

瞭̂
ら

し
^;
る
$

，
へ'
‘
'
8
本

■

於
I

I

靡

I

明

と
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ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
か
ら
直
ち
に
價
値
の
分
配
が
暴
力
的
に
行
は
れ
た
と
い
ふ
結
論
は
生
れ
て
こ
な
い
。
然
る
に
こ
の
關
係
を
明
か
に 

す
、る
も
’
の
こ
そ
即
ち
經
濟
理
論
的
贸
九
に
外
な
ら
な
.v >

の
で
あ
る
。一

定
の
財
密
を
所̂

す
る
と
い
ふ
こ
と
か
ら
當
該
經
濟f

の
下

に
於
て
い
か̂

し
て
そ

の
；
所

有

者

に

i

觉
額
の
社
會
的
生
產
物
が
歸
屬
す
次
か
^
明
か
に
す
る
も
の
が
卽
ち
我
々
の
徵
植
法
則
で
あ
る

. 

-■ 

■ 

•

. 

/
►
,
. 

* * 

:::.
 

,

'
の
で
あ
る
。
 

i
 

,

假
に
ッ
、ガ
ジ
、X

ラ
ノ
ゥ
ス
冲
1
.
說
に
從
つ
て
> 
資
本
，家
と
勞
働
者
の
間
に
社
會
的
對
立
'が
あ
り
、
前
者
は
後
者
に
對
し
て
優
越 

-

せ
る
勢
力
が
,̂
る
故
を
、以
て
V
前
者
が
價
値
を
搾
取
ず
る
こ
と
，が
事
實
で
あ
る
と
し
て
も
y
純
粹
經
濟
的
な
^
價
_
法
則
は
決
し
て
之 

を
否
定
し
な
い
で
、
寧
ろ
之
を
說
明
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
、勢
働
者
が
資
本
家
と
の
契
約
に
際
し
て
、
低

い

社

會

的

財

產

の 

な
い
爲
に
劣
弱
な
名
抵
抗
力
、
そ
の
日
く
に
資
却
し
な
け
れ
ば
殆
ど
全
く
消
耗
し
て
し
ま
ふ
勞
働
カ
な
る
骶
ロ
げ
の
特
性
其
他
の
特
殊 

の
條
件
に
蕺
づ
い
て
賃
鈒
が
概
し
て
泜
い
、と
す
れ
ば
、
此
等
の
事
情
は
決
'し
で
價
値
法
則
の
'否

宛

で

な

く

"

寧

ろ

そ

れ

は

價

値

法

則

の 

成
立
の
前
提
と
心
て
の
特
殊
の
市
場
條
件
を
爲
す
も
の
と
し
て
、
價
値
法
則
を
通
じ
て
港
慮
さ
れ
る
の
で
<あ
る
。
か
、
る
特
殊
事
愦
が 

經
濟
的
に
い
か
に
作
，用
す
る
か
を
明
か
に
す
る
も
の
は
赞
に
愤
値
法
則
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
9
而
し
て
か
、
る
特
殊
事
情
は
決
し 

て
勞
_
市
場
の
み
に
限
ら
、れ
る
も
の
で
な
く
、
ぞ
'の
他
の
商
品
に
も
附
隨
す
る
も
の
で
あ
る
。
經
濟
理#

に
於
て
、
多
く
の
獨
占
，
準 

獨
占
の
剐
、
不
完
全
娆
郇
の
前
提
の
下
に
於
て
，
特
殊
の
獨
占
償
格
の
形
成
が
說
明
ぜ
ら
れ
、■
或
は
又
辯
要
の
伸
縮
性
如
何
に
應
じ
て 

.各
種
.
0商
.品
に
0
ぃ
て
.特
殊
の
擒
格
法
則
が
說
明
さ
れ
て
.
.ゐ.る
'こ
.
を̂
想
起
す
.：.る
.な
.ら
ば
、：.此
間
の
.事
情
は
自
づ
か
ら
明
.か
で
あ
：ら

* 

,例へ
ば
グ
ュ

A
ベ
ー
タ
ー
Q
指
摘
す
る
通
o

r
餘
剩
锻
傲
.の
搾
収
の
明
説'は
最
も
强
く
勢
力
の
要
素
ダ
カ
説
す
る
も
の
と
•い
つ
て
差
茭
へ
な 

, '
‘

い
が
ノ
い
か12

資
本
，の
蓄
積
が
政
治
的

#
力
の
'產
物
で
あ
る
か
，、

い

‘か
に
私
有
財
產
制
度
が
成
立
1-
.る
に
至
っ
た
が
を
說
明
し
て
も
、
そ
れ
の

， 
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ソン

!
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•

'

•

.

> 

，
ら
ず
，
黎
實
そ
の
經
濟
理
論
は
周
知
の
如

V

我
、
々

の

能

に

挞

出

さ

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

?.
'
。
■
牝

學

說

こ

そ

备

濟

社

會

嗲

的

研

究

と

經

濟

理

論

的
 

研
鄉
ど
の
融
合
を
ポ
し
た
み
ご
と
な
币
本
で
あ
る
。~ 

,

■

/

.:

.
r
:

シ

ュ
ム
ぺ(

r

;タ
ー
の
本
の
.■言
葉
は
經
濟
理
論.と

經

濟

勐

徵

擧

と

の

菡

別

，
の

#'
:

味

を

明

か

に

：
す

る

簡

明

な

篆

現

ど

し

.て

參

者

10
:値

ず

：
る

。

.

■

1
例

.
へ
，
煤

氣

候

が

綏

_

を
決
定
す
.る

と

い

：
っ
：
戈

滿

龙

ず

多

の

&
 

r

ィ
.
--
へ
.；
ら
ぅ
::
,
麗

2'
自
林
同
で
意
味
に
龙
て
：
'疋
し
％

^
|
意̂
味
に
於
て
_
充
.分
.で
^

^

_'

;
.
r
ゾ
妯
す
る
か
ぼ
當
該
勢
カ
關
係
以
外
の
他0諸
耍
蔽
に
敗
存
す
る
。
：_複
合
卑
義
原
因
が
相
瓦
に
贐

:
’す」

る

铒

.^
'
爾
餘
の
も
の
は
っ
與
件
し
と
な
れ
、
そ
の
一
つ
く
に
就
て
方
法
：上
自
律
的
な
る
特
殊
の
理
論
が
あ
る

こ
.：

と
に
.な
る
'

」

’
..
と
。

,
.

こ

六

I
一
 
1

1〕 

■ 

、 
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•
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'經
.濟
法
則
は
社
會
的
勢
力
’を
杓
に
.含
む
も
の
で
あ
名
と
ブ
い
ふ
我
々
の
解
.釋

栋

：.故
に
社
會
的
勢
力
.に
よ
.：つV

:

否
定
#

れ
：
る
も
：
の

で

な

v>
:
:こ
：
と
：
,
明
如
尨
次
第
で
あ
ら
う
。

,

.

、

:>
:
.' 

.
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:
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.'
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''
:
:
た̂
我

為
.
こ

、
で
^

か
'な
る
社
會
的
勢
カ
が
，
^
^

1>
'

;« -
»

理
_

が
.取
私
^

衣
.襲

は

诙

レ

て

璉

實
(0
;
.
:社
會
ゆ
働
く
各»

の
勢
カ
關
係
を
ず
ベ
て.殘
ら
ず
包
括
.す
岑
も
(7
>「

で
.は
か
.
.い
.か
ら
で
' 

あ
る
。
 

：

，
- 

■

從
來
め
理
臟
濟
學
に
於
て
は
先
づ
蕋
本
的
な
る
塑
と
し
て
完
氣
渡
哥
の
^

^
す
る
六
义
換
經
濟
の
社
會
を
前
提
と
す
る
ー
此
前
提
の
.
. 

下
に
於
て
は
例
へ
ば
法
# -
的
秩
序
と
し
て
の
私
有
財
產
制
度
、
契
約
の
自
由
、
營
業
.の
自
轧
•
住

居

移

轉

の

自

由

等

の

，如

き

經

濟

組

織

、
.

f 

.

.

.

.

. 

i 

.

.

. 

- 

• 

- 

: 

. 

- 

I 

. 

.
.
.
.
.
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形
觴
に
關
す
る
外
的
條
件
は
暗
默
褪
に
與
件
と
し
て
認
め
ら
れ
；て
ゐ
る
。
而
し
て
經
腐
的
勢
力
と
は
、
總
て
こ
のj

i

提
を
通
じ
て
作
用
パ 
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す
る
所
の
個
人
的
、
又
は
國
家
別
の
諸
勢
力
を
意
味
す
る
も
の
•と
さ
れ
る
o
-而
し
て
か
、
る
紺
織
を
經
な
い
で
直
^ ,
に
作
用
す
，'る
勢
力 

が
一
般
，

に
經
濟
外
的
鄭
ヵ
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
多
く
の
論
者
が
經
濟
法
則
に
對
立
す
る
4
:の
と
し
て「

社
會
的
勢
カ
關
係」

を
驽
々
ず
’ 

'
る
場
含
に
は
、
か
、
る
，經
濟
外
的
勢
ヵ
を
意
味
す
る
の
が
通
例
で
あ
名
。
例
へ
ば
_

家
0
權
ヵ
が
直
接
に
市
場
經
濟
の
現
象
£'作
用
し 

5.
て
或
は
粗
税
を
徴
收
し
、
：或
ば
關
稅
を
附
刺
し
、
：成
は
補
助
金
を
特
定
企
業
に
供
給
す
る
.が
如
き
、
或
は
.又
個
人
的
な
る
暴
力
-

—

谅 

奪
、
闘
^

——

に
ょ
つ
て一
免
所
得
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
が
如
き
は
之
で
あ
る
。

： 

,

;
.
.

か
i
名

經
濟
外
的
勢
力
が
い
.か
：な
る
經
濟
的
意
味
を
も
つ
か
は
然
る
に
經
濟
理
論
'の
.
.解
明
すT

.

き
課
題
.で
，あ
つ
て
、
社
會
學
的
に
■そ 

の
研
究
を
委
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
併
し
前
提
と
し
て
の
經
濟
組
織
が
い
か
に
し
て
成
立
し
た
か
、
い
か
な
る
'^
情
に
寒
づ
い
て
經
濟
バ 

外
的
勢
ヵ
が
經
濟
に
直
接
.に
.働

き

：か

け

て
.
<
'る
：か

は',
經
濟
理
論
の
.み
を
以
.て
明
か
に
す
る
こ
.と
，は

で

き

ず

、

社

#

學

的

研

究

の

肋

け 

.
を

藉
り
な：

け
れ
ば
#
ら

；な
い
タ
こ 
>
に
総
濟
理
論
上
經
濟
社
會
學
(0
密
接
な
._..

る

協

同

作

業

の

，確

認

さ

る

'べ
き
理
由
が
あ
.る
の
で

あ

名

。

,

:
.經
濟
理
論
せ
更
紀
_
1般
的
ノ
抽
象
的
な
：る
經
_
の
:1
1
1
:
-
界
を
：

「

修
精
密
^
し
、
現
廣
理
解
へ
寒
に
接
近
せ
る
意
味
に
於
て
各
種
の
不
完
，
 

.全
競
梁
の
，.理
論
を
展
開
す
る
、'-
獨

が

、

準

獨

点

の

：諸

_

の
.
.型
は
卽
ち
之
で
あ
る
。
，勢
丸
說
の
代
表
者
が
說
<

--
!
社
會
的
勢
ヵ」

_ :
の
中
に
：
 

.は
、
，經
濟
理
論
的
に
獨
占
と
4
:ズ
.理
解
せ
ら
れ
.る
：も
^

が

相

當

：：に

多

い
0

例
へ
ば
勞
働
者
の
：獨
占
的
組
織
と
：し
て
の
努
働
組
合
の
勢
力 

企
業
家
の
へ
勢
力
と
^

て
：

9
,

獨
占
的
齟
織
、
國
家
p
法
令
に
甚
づ
：く
特
許
權
制
度
の
.如
莩
は
总
に
屬
ず
名
。
此
等
の
社
會
盼
勢
力
は
、
交
' 

旗

經

濟

の

：
内

部

に

於

ズ

：は

獨

占

と

し

：，て

ぬ

經

濟

的

勢

ヵ

に

：

_

譯
：せ
ら
れ
る
：の
；：で
あ
る
？ 

>

,

.

以
'上
«
意
味
に
於
'て
、T

社
會
的
勢
力J

は
交
換
經
濟
の
機
權
を
規
定
す
る
も
が
と
し

て

、

.

.然
か
も
と
の
規
定
を
逋
じ
：て
經
濟
現
象
に
，
. 

，作
用
す
る
時
に
、
コ
經
濟
的
勢
力」

と
し
て
把
痗
さ
^

^

^
あ
洛
”
と
め
跑
ト
に
於
て
ー
經
濟
的
勢
カ
と
ビ
ふ
も
ノ
經
濟
外
的
勢
ヵ
と 

い

ふ

て

も

、

異

.っ

た

ニ

っ

0
勢
カ
で
は
な
く
し
_て
、
同
じ
社
#

的
勢
カ
の
作
用
の
仕
方
の
相
違
に
.ょ
っ
'て
區
別
さ
れ
に
.る
過
ぎ
な
.ぃ
。

’ 

'
ン 

二U
、

社

會

的

、勢

力

の

經

濟

理

論

的

解

釋

\ 

' ■
 

•
. 

■

然
、
ば
、，
社
會
的
勢
カ
は
.い
か
な
る
形
.に
於
て
經
濟
理
論
の
屮
に
攝
取
さ
'れ
、
且
つ
，表
明
さ
れ
る
の
で
'あ
る
，か
o
..
-

- 

■
.

次
.は
泰
問
題
を
：勞
働
賃
銀
に
關
す
る
經
濟
法
則
'に
つ
い
'て
簡
單
に
：說
明
し
'て
見
ょ
ぅ
。
_
:薔
:|
.
、
-勞
銀
.
&
.決'定
.こ
‘そ
は
、'
.こ
れ
.ま
ゼ
勢 

力
'說
論
者
に
ょ
：つ
^
雙

熱

心

：
£
論

議

さ

れ

灰

も

(0
,で
、
あ

る_か

ら

，

，
ン

:■
'
今
0

パ
般
祀
觉
說
ど
し
^
ど
勞
働
の
限
麂
生
產
カ
說
が
通
用
す
苳
ゝ
我
^
の
讓
論
は
先
づ
此
說
明
を
正
倉
^

:
:'
,現
實
仏
市
場
は
於
：.て
.，は
:\
'
勞
働
：に
關
し
て
.完
金
競
#
を
妨
げ
.る
自
然
的
條
件
手
社
會
的
事
睛
が
あ
名
爲
に
、'勞
#
は
必
ず
し
>̂
;
:隈
界
.

• 

• 

• 

- 
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又
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縮
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械
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ら
れ
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れ
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濟
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ら
れ
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叉
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滿
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滿
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滿
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滿
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滿
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ら
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潤
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.
キ

ー

國

民

猶

濟

杷

：
と

_
夕
ボ
ど
ん̂

:'
-

こ
1

で
は
--
':'

我
^

は
灰
攻
か
' \
^

:硏
究
：：が
^
 

現 

へ，'.
代
の
精
巧
な
る
眼f

:

產
カ
の
& :

齊
理
論
_

«'
:
:

カ
：說
.論
款
の
>

ふ
.類
を
^

ぃ
,

旦
つ
咀
噼
し
て
ゐ
务
こ
と.奮

徜

す

れ
'§

よ
^

0
:
.'
:

|

:-
'
_
:

— 

, 

■ 

.

'.V
-

 

.

.

.

.ぐ

-

.

.
へ
ハ
、論

：.'靜

.

_

 

っ

■

:

- -
力

の

潘

遗_

專

の

形

式

■に

潘

歡

挪

論

社

會

的
 

勢
力
.か
經
扇
法
则
出
對
ず
，^
も
ぬ
で
な
ぐ
夕
經
濟
法
則
^
否
觉
^

」

0

で
：ホ
る
；と
^

ふ
：‘こ
:>
^
外
&
^
,な
レ
^
^
^

へ
場
：
脅に考廬しな

.け
れ
.ば

な

ホ

尨

い

緻

濟

的

效

枭.
そ
れ
は
經
濟
紙
則
的
知
識
か
ら
獲
：る
.
の
：で
あ
ふ，
f

 

•

リ.:;
'

'

:卽
^

、
：：例
¥

ば
國
家
的
教
义
 

自
卧
競
爭
市
場.に
■於
允
常
該
市
場
に.於
け
る
f

と
異
ク
た
效
果
を
：目
指
し 

ぺ
ン
：>
^

:
あ
る
.齓

册

免

求

め

，
ょ

ぅ

^

す

る

孩̂

狀

、
ン
ぞ
.の
：奥

汸

作

相

；
が

 

或

汰'
呔

獨

点

の

形

』

於

て

'
、

或

は

供
 

'

.

.

.

.給

の
.
移
_

性
.に

馨

響

を

及

ぼ

す

方

：法

に

：
於

：て

>

;
或
ひ
は
'
又
侗
等
.か
；.の
: #

段
r e
.ょ
：

9

て
：
需

聲

の
#

篇
性
を
變
更
す
石
こ
、
‘と
§:
:
目

指

さ

な

け
 

' :

れ
ば
：な
ら
尨> >
:

の
_
;で
.
あ
苓
。'
.而
し
_
て

？

そ

れ

.が
'^
©

で
あ
^

■'
:

;を
淀
め
忘
こ
去
が.
で
，
き
：
る

：の

.
で
'
あ
る
_
0、嶺
む
'
か
く
規
制
さ
れ
だ.る

：
ー
：
市

場

型

 

競

学

市

場

と

異

つ

f e

效

艰

が.生

ず

る

こ

， 

'

と
は
^1
ょ
り
豫
ぁ
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

マ
.

,

^

 

■-
 

' 

.
-
-
- 

, 
.

■

パ
：

.

,
例
へ
ば
國
家
说
そ
の
政
治
的
支
配
カ
を
以
て
、
あ
る
生
產
物
の
數
置
增
加
を
確
保
ず
る
爲
に
當
該
產
物
#
產
業
-に
，
1
.定

榮

務

に

任

意 

の
人
數
を
割
當
て
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
先
づ
國
民
の
職
業
選
擇
の
自
由
を
禁
止
し
、
職
業
轉
換
を
禁
Jh
す

る

等

、
：
：
競
#'
'

®
を
全i

く
餒 

」

.除
し
、
.艾
事
實
上
そ
れ
，か
實
行
可
餌
セ
'な
げ
れ
.ぱ
な
ら
.ぬ
：。_
.之

が

：可

能

な

る

限

‘.り
：.に

■.
吸

引

は

：行.味
れ
な
く
士
を
濟
む
，——

例
へ
ば
.我
'が
瞬
の
勞
務
者
徵
用
。'
今
日
の
日
本
に
お
い
ズ
は
、
賃
鈒
の
引
上
げ
に
ょ
つ
て
特
定 

.
'產
I

勞

響

を

_

す
：る
I

I

裕
I

方

法

臻

■

_

■

ヲ

十

S

 

ぞ
れ
：f

し
自
由
.
場
^
そ
必
^

、
提

供

せ̂

^
る
友
ら
ば
’
需
要
の
仲
縮
性
办
少
^
も
の
に
あ
っ
セ
は
ノ
懷
格
の
暴
落
は
免
れ
難
い 

,
,

S

で
あ
つ
て
”
,も
れ
は
.私
的
命
業
を
：し
て
持
續
的
氍
營
.を
困
_
な
ら
.し
め
る
.で
あ
ら
ぅ
？
併
し
も
..し
國
家
が
當
該
商
品
の
主
要
な
る
需

圓

' 

.

.

.

.

.

.

■ 

• 

-
. 

, 

. 

- 

■ 

. 

• 

. 

. 

.
'
:
.
.
. 

.
, 

, 

. 

. 

. 

•

'
'要
者
货
あ
る
想
ら
ば
フ
そ
わ
需
要
钇
往
意
^
調
節
す
る
こ
と
に
^

つ
て
^
價
格
め
&
落
を
繁
こ
と
が
や
き
夸 

.一

換
雷
す
れ
ば
J 

.
競
矫
市
場
.に

於

セ

、
，
需

要

去

^

^
の
.規

制

者

で

あ

り

、

生

菝

と

：消

費

の

、分

^
^
.に
.方
间
0
肩
導
機
關
で
あ
つ
た
所
の
'
_ 

.'.
■

市
場
價
格
を
人
.緣
的
に
左
治
じ
：あ
ぶ
と
ず
る
.な

ら

：
ば

•
.
：
'
之

家

# -
:

;

て

泰

當̂

! •(

神
縮
性
&
充

分

：に.

：じ
长
げ
れ
ば
#

^
な
い
(0
せ
教
る

''
0

郎
ち
當
局
者
0
勢
ヵ
<0
;
作
用
ゎ
^
方
ゆ
、
.
.帘
場
機
舊
を
そ
0
ま〜

に
し
セ

V
. 

I 

i 

• 

- 

■ 

♦ 

■ 

• 

■ 

■ 

• 

/ 

-
.
.
'
. 

- 

- 

, 

I

'
置
^て

、
.：：

一：方
’に
：於

て

输

來

の

經

.濟
的
相
亙
聯
關
を
許
1>
:
.
'

つ
く
、
そ
れ
^
诡
存
的
又
呔
對
抗
的
に
行
は
れ
る
べ
き
も
^-
で
な
く
、

!

卽
ち
ぞ
れ
呔
不
可
^
^
:の
：で
あ
.
.る；-
—

-豫

也

裏

市

場

機

_

釔

規

學

る

^
に
.於
.
.て.
は
れ
な
け
れ
_
 

.

、

)

：
更

忙

た

勢

カ

は

、
.か

ぐ

規

制

為

れ

た

る

市

場

城

構

の

-F
;

に
於
で
生
作
て
く
る

經
濟
縣
關

'を

導

-#
衡
的
に
.變
：ベ
る
こ
と
が
.で
き
る

。

.
卽
ち
'
;ぃ.は

ゅ

：る

經

濟
_的
_:價
備
の
-#
分

配
.の
难
^̂ 

r
戴
該
市
場
經
濟
の
法：

產
並
び
^
分
酿
0
.關
係
を
.變
吏
し
，:

そ
の
.方

向

を

摘

，

す

略
言
す
れ
ば
、：

勢
力
の
尚
題
は
>
'
_
;

「

定
の
.市
場
經
濟
0.
前

後

に

於

：て
、論

ぜ

：ら

れ

な

け

れ

《

^

^

'.:
• 

• 

■ 

1 

■ 

.

. 

' 

■ 

.

.
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.
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:

现

代

舞

制

醤

政

姨

的

分

析
, 

~ 

三
0

(

九
T
Mハ)

之
れ
現
代
の
戚
,
經
濟
の
問
，題
忙
9|
移
し
て
考
人
る
時
*
國
家
の
勢
力
は
い
か
な
る
形
に
於
て
市
場
經
濟
を
規
宛
す
る
か

。——

/

, 

,

6 3

、
絞
制
經
濟
に
於
げ
る
國
家
的
勢
力
の
，位
置

 

‘

な

こ

、

に

國

家

の

勢

力

と

い

ふ

時

、

廣

く

，
一
，
般

に

い

は

ゅ

る

國

家

敕

動

31
-
は

軟

治

與

の

藉

動

の

、
闫

的

.は
姑
<'
-
-問

顏

：の=外
(?
:
:置
如
れ
^

'̂-
-

. 

-

.
1

. 

.

.

.

.

.

t

/ 

•
. 

.

.

.

. 

- 
/
d 

- 

• 

• 

• 
•■:
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I 

. 
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- 

-

卽
ち
國
家
の
政
治
的
、
經
濟
的
活
動
の
月
的
は
、必
ず
し
：も
經
.濟
的
fc
る
も
の
，
と

は

限
^
，な

い

。.否
尨
■
象
^
活
動
.50
本
来
の
領
域
は
-V
. 

經
濟
的
財
貨
の
調
達
よ
り
も
、
そ
の
調
達
を
必
惑
な
ら
し
む
‘る
所
れ1

層
极
本
的
な
る
も
の
に
在
る
.
A
KV'
-.
へ
よ
.ぅ
.

Q
經
濟
'外
的
七
稱
さ
，
' 

れ
る
所
の
'政
取
的
、
社
#
的
、
民
族
的
、
文
化
的
^
る
諸
種
の
目
的
に
、
多
く
の
經
濟
政
策
^
班

へ

ぐ

る

も

の

で

私

冬

ン

こ

⑴

緣

の

^
要
 

は
、
經
旧
に
と
つ
て
はI.

應
與
件
と
し
て
受
取
.ら
れ
る
o
.國
家
：̂

，f
tf
'
自
給
自
足
知
镟
藤
藤
要
^

^

®

:

.
る
.哮
，
戰
重
行
の
：爲 

,

の
國
民
經
濟
の
武
裝
を
要
求
す
る
時
、
そ
れ
等
ば
與
へ
ら
れ
^
る

要

求

と

し

て

想

定

數

れ

へ

务

。
？
：而

^
て
.
_家

.
の

歡 

' 

—

又
‘こ

、

で

國

家'<
?
)
力̂

，と0
0

と
の
關
係
®

題
に
さ
.れ
る
場
合
に
ぽ
一
^
國
«
が
^
日
：市
場
.經
濟
的
に
#
成

ざ

：れ

恕

る

匦

民

經

. 

,
.

濟
を
監
督
、
指
導
し
て
、
■以
て
與
へ
■ら
れ
た
る
國
家
的
、
政
治
的
必
要
を
滿
た
す
限
^

^
於
.で
：最
も
：3
!的
合
翅
的
敦
る
經
濟
の
ft
序
を
. 

生
み
出
す
乙
と
に
在
る
の
で
あ
る
|0
‘此
經
濟
的
合
理
性
を
目
指
レ
ダ
、ン
い
.か
^;
る
龙
歎
.に
#

で
^

|
の
»
カ
が
作
^.
:
す
る
#
 

.
而
し
.て 

„

い
か
な
る
經
濟
秧
序
が
'と
ら
れ
る
如
、

<!
'
れ
ヒ
そ
は
卽
ち
瑪
代
の
，銃
制
經
濟
.⑵
故
械
^
經
敗
私
策
の
#
^'
'
^ ̂

へ

•
.

.

そ
こ
で
我
々
は
次
に
國
家
の
勢
力
の
方
向
を
語
名
に
當
り
"

現
實q
國
民
經
濟
の
動
向
と
、.國
家
的
統
制
を
必
要
な
ら
し
め
た
る
目
" 

的
と
を
‘
ー
應
指
摘
し
て
置
く
必
，要
が
あ
る
譯
で
あ
る
。

'

:

,
 

, 

.

.
 

.

.

. 

,
 

ノ 

/

極
め
て
簡
單
.
に
、い
つ'
て
ハ
今
日
の
國
家
的
銃
制
の
目
的
は
.、
わ
が
國
民
辉
濟
の
生_
,
力
を
戰
箏
の
凭
遂
、
新
聚
駔
の
建
設
に
必
要
_
.な
. 

'

る
方
向
に
向
つ
，て
編
成
す
る
こ
と
に
あ
る
5

然
か
も
此
必
要
の'緊
迫
さ
と
莫
大
さ
と
長
き
將
來
に
苴
名
新
秩
序
建
設
の
侘
務
と
は
、
我 

が
國
民
經
濟
の
部
分
的
、、
.

T
時
的
な
る
修
正
や̂

正
b

止
i

,
ら
な
，^

で
、
全
面
的
な
稃
編
成
を
，必
要
と
す
る
も
の
1

ぁ
名
。

い
は
^
る

級
办
戰
，の
總
カ
戰
た
る
所
以
は
、
，今
：

n

の
我
が
pi
用
經
濟
の
任
務
を
し
で
、

一
時
的
消
耗
に
支
障
な
か
ら
bN
む
る
生
產
の
神
綴
成
，に
ぁ
.. 

る
の
で
な
く
"
持
續
的
往
產
戰
た
る
こ
と
に
於
て
、
跳
，民
經
濟
の
全
河
的
な
る
方
向
轉
換
を
必
f

す
る
も
の
で
炎
る(

註〕

。
-

,

,
-

織
カ
戰
の.經
濟
的p

J
I

ほ
、
中
山
例
沖
郞
协
:1
:「

戰
§
經
濟
<の
^
雇
理
_

/國防
！
；

液
總
論〕

第
'ー
草
に
評
し
く
力
説
さ
れ
て
必
る
。
:

,

こ
の
意
味
に
於
て
_
家
的
經
濟
政
策
の
全
'體
と
し
て
の
方
向
に
根
本
的
な
價
_

雅
が
必
要
に
な
つ
た
と
い
ひ
得
る
で
あ
ら
ぅ
_、
卽 

ち
從
來
が
經
濟
政
策
、1
‘^:
の
方
向
が
國
泯
的
輻
祉
、
摩
坐
の
觀
念
に
導
か
れ
て
ゐ
た
の
に
對
し
、
現
，代
の
經
濟
政
衆
の
'目
檩
は
、
常
に 

全
體
と
し
て
國
家
的
な
る
も
れ
、
，.叉
は
廣
い
意
味
で
侧
防
的
叙
る
^

9
へ
轉
換
し
て
ゐ
る
ぬ
だ
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
と
思
ふ
。
通
俗 

的
此
#
的
に
兩
者
の
繃
係
を
表
現
す
れ
ば
、
私
益
を
靡
じ
ズ
«
益
を
と
い
ふ
'考
へ
方
か
ら
、
公
益
を
通
じ
て
麻
益
を
と
v>
ふ
港
へ
方
に 

轉
換
す
る
.-必
要
が
-あ
.る
の

.

/C
.

と
：.：̂
へ.
'る(

ff
l)

0
'
ハ

-

.

ソ
.
.
：
，
- 

■
:

■
■

■
:

-
■

.
1
.■
 

;
■. 

§

赤

松

罠

は

そ

，
の

綜

合

議

法

の

.證
を
以
VT
、
歷
史
的
揽
I

K
の
糧
を
媒
介
と
し
て
、
祟
經
濟
か
ら
㈣
防E

濟
へ
の
辨
i

的 

.

發
展
を
說
か
れ
る
。
而
し
て
氏
は
國
防
經
濟
學
を
以
て
政
證
’で
あ
も
と
規
定
し
，、
做
來
の
，

<落
隞
の
’理
德
と
性
格
を
異
に
す
る
と
說
か
れ
る
。

,

#
レ
惟
ふ
に
、
國
民
經
濟
に
對
す
る¥
琢
の
態
度
，と
そ
め
惯
値
評
惯
に
於
て\

異

な

る

，も

の

が

あ

る

に

’

せ
ょ
，
阈
家
，と
し
て
從
來
の
國
民
拽
濟

_ 

I

-

• 

.
•
'
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.■
—:•
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1

.
1

-
.
.
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-
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'
-
.
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-
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.

.

.

.

.
:

...『 

•

. 

.

,

全
體
と
し
て
の
方
^
に
就
て
‘は
、
個
人
虫
義
的f

社
會
的
展
坐
と
！

K

ふ
生
體
的
な
る
0
的
觀
念
が
、あ
つ
た
と
見
る
べ
く
、そ
の
限

て

 

は
例
へ
ば
、
厚
街
經
濟
擧
はT
同
じ
論
理
的
就
味
に
於
て
政
策
學
で
為
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
は
せ
ぬ
で
あ
ら
ぅ

か
。
然
か
も
厚
^
經
濟
擧
の 

.

.，
當

の

代

表

的

提

唱

者

た

る
ビ
/ク
ー

に

於

て

•
现
論
と
政
策
^
嫂
別
が
主
張
さ
^
て
ゐ
る
の
を
見
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
酿
界
も
又
ピ
ダ
？
に
於 

,
け
，るAJ

同
^

!

1

兩
畓
を
1
應
戚
別
し
、
後
激
を
对て
目
：̂

的
籍
學
と
解
す
名も
の
で
，あ
，る
。
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生
商
手
段
.の
.方
.向
は
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國
家
的
必
要
の
立
場
か
ら
實
斷
しV

、
國
家
需
要
め
.充
足
^
必
要
#
る
.財
貨
職
第
に
；資

杜

、

：」

勞
ヵ
ー
の..持

續

'的
■

.生
：產
^:
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可
能
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ら
し
む
备
樣
ぬ
割
當
て
ら
れ
る
と
見
る
べ
き
^

が
る
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制
經
濟
妒
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場
經
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、
る
經
濟
秩
序
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坐
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可
能
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ブ
ょ
く
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又
現
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國
の
實
際
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つ

い

て

見

る

も
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指

！

f

經
濟
と
强
制
經
濟
と
-は
併
存
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
が
何
れ
に
し
て
^r

消
費
選
擇
の
自
由
は
勿
論
，
§
.

選
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■. 

擇
の
自
由
す
ら
§

に
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定
さ
れ
、
絕
對
命
令
的
に
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定
の
任
務
に
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事
し
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定
の
財
貨
を
^

齑
し
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一
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財
貨
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費
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な
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に
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レ
ず
し
て
、

直
接
に
物
的
均
衡
を
謀
ら
ん
と
，す

る

も
の
で
あ
. 

る
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際
の
國
家
的
必
要
量
は
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1
靡
市
場
儐
格
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高
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，何
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な
く
、强
制
的
方
法
に
ょ
つ
て
國
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經
濟
に
於
て
生
產
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れ
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■
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れ
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す
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濟
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.
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追
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.
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潤
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應
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.
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簞
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業
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友
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濟
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叫
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述
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反
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叉
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滷
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膨
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激
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國
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ソ
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斯
く
の
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き
方
法
に
於
て
は
、
市
場
の
惯
格
は
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ず
し
も
商
品
.の

生

產

赀

叫

と

一

致

せ

ず

、

商
品
：.；(

此

場

合

商

品

と

：い
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言
葉
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も
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さ
は
し
く
な
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の
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衡
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け
沪
强
汴
的
に
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さ
れ
る
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經
濟
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物
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均
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、
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場
惯
格
的
均
衡
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破
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さ
れ
る
時
に
、：

各
商
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+坐
產
費
と
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效
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の
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に
於
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成
立
し
た
惯
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的
均
衡
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故
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ざ
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を
得
な
い
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め
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經
濟
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市
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濟
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阶
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憤
値
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衡
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濟
的
に
.
.不
可
能
で
'
.あ
る
：
生
産
費
が
生

-
へ

：

- 

.

*?
-

.
 

.

.

.
-

.
.

.
」

.

-

- 

;
 

.

— 

•
 

■
 

■

-......

 

-

座
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似
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に
ょ
つ
て
愤
は
れ
な
、¥
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に
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同
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模
に
於
て
生
齑
を
繼
續
す
る
と
と
は
で
き
.な
'
5ヶ
又
生
商
費
と
價
格
と
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要
の
强
さ
と
が
一
致
す
右
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應
能
力
が
承
認
さ
れ
な
け
ル
ば
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市
場
經
濟
的
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保
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る
：こ
，と
橡
で
.き
'な

^
。
'
總
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は
れ
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：
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此
不
均
衡
を 

:

W

.I
E
’
す
る
に
.、
.
_
_
祐
場
^

^
の
操
：作
以
外
.
'に
國
家
波
い
が
な
名
，手
段
玄
必
要
と
す
る
.で
：あ
ら
ぅ
か
1.

物
資
'の
量
的
均
衡
を
妨
げ
な
い
で
、
. 

，.標

的

均

衡

を

保

つ

：道

は

向

.：で

炎

令

か？

-;
' . 

, 

<
.

■'

;
'■
■•
.-:
:-
:

,
;•
:.
:
.■
■
•

,
.,
-
7
-
'
:
v:
'
'
,
.
:
. 
一
？

，'

V
.
-
.

 

■.

ふ
‘
'
'
.
:
' 

V
.
、

'

:

五
'
'
.
强

制
1
^
.
.
と

典

周

經

濟'の_
序

，」

ン
'

-

-
广 

>
;■

-■

.

. 

.
V ' 

. 

.

■

%
マ

,

こ
\

に

於

て

考

へ

ら

れ

る

方

法

は

、——

然

も

現

實

に

採

用
.
さ
.
れ

y

ゐ
る
方
法
は

_

^

か
\

る
不
均
衡
に
惱
ま

さ
れ

る
’糜

業

の

敢

同 

.
摔

齊

化

，
で

あ

'
る
。

即
，ち

值
値

と
傻
格
と
生
_

弯

と

の

不

均

衡

は

國

以

經

濟

の
%

;體

と

し

て

(0
,
-共

同

計

箅

に

於

，
て

之

を

t :
t

し

.
、

酿

決

し

\

典
同
經
濟
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營
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論
的
分
析
 

,
 

、
 

，

三
七

-
，

(

九
六
三)

.



■ 

-
;
-
-
—
■
«

-J
-
-l.
--.v-

';."Ty
r- V;̂
yg*̂
wr.-Ir,-

j
> 

j-t
一
 

«
J
*
-
-
-
*
t
J 

K
/
1J
H
3 

« J
^
t
f
i 

I
. 

J
«
»

1' 

J

i
5
^
r
f
c
^
r
>
\
f 

N 

-}
-̂
!
/
^
t 
,
<
t
^
'-
is
r̂ 
-
^
s
^
i
{ 
^
t
i
l
n
f
f
l
^
f
.
l

Ayilr 
广
[

f
v

i]fi-.

現
代
統
制
純
濟

政

策

の
！
！

論
的
，
分

析

-
.

^

,

' 

三

八

(

九
六
四〕

• 

• . 

- 

. 

. 
•■ 

. 

-
.

1
: 

* 

■ 

■ 

' 

• 

• 

.
-
'
- 

:
.
.
:
、 

.

.

. 

r 

- 

- 

- 

'
. 

- 

. 

.
.

.
.

*

• . 

. 

•

一

方

に

於

て

、
，
容

易

に

坐

產

、
の
方

‘向
や
誉
阈
家
的
必
要
に
副
は
し
セ
る
自
的
で
經
營
さ
れ
、る
と
.同
時
に
他
方
に
於
セ
>
.
市
場
經
濟
的

-

,

.

.

.

.

.

-
:

.

■-
'
• 

, 

.

.

.

.

. 

, 

- 

く

'
.
. 

.
V
-
:

.

.
て
-

.

-

:..

:

• 

, 

. 

.

.

. 

I 

•
.
. 

.

V:
.
.
-
.
- 

> 

.

.

.

•/
'
.
.
‘
■.
'

: 

、 

. 

' 

. 

-

に
破
瓌
さ
れ
务
價
f

生
淹
费
0
不
均
衡
を
繕
は
ん
と
す
る
役
割
を
果
す
4
の
：ゼ
あ
.靠

':
,
:
; 
“

■

.

.

,

:■
■

一

■:
.
 

'

-■ 

■...... 

:广
• 

.. 

.

.

.

.

. 

, 

.

•*
.'
.
.
-
. 

, 

.
、
.
- 

. 

.

.

. 

- 

- 

•
. 

.

現
在
の
戰
東
遂
行
の
爲
に
な
さ
れ
る
か
、
‘る
苒
編
成
が
，、
武
カ
戰
のI..

應
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ら
れ
る
時
、
現
往
の
營
團
や
金
庫
、
國
策
會
社
の
あ
み
も
の
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减
は
解
消
す
る
も
の
が
參
る
か
も
知
れ
舞
い
が
、
一
併
し
現
代
の
統
制
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齓
の
基
本
的
動
闵
と
し
て
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共
同
經
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の
秩
序
は
む
し
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觅
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し
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し
い
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編
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嶺
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れ
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。
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同
經
濟
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產
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經
濟
的
な
る
損
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同
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負
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と
す
唞
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、
嗰
日
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私
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利

益

の.獲
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#
せ
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ら

れ

る

場

，
合

に

、
、
之

^L

私
經
濟
的
に
'
分

配

せ

ち

れ

：
^

い
で
，
、
共

饲

經

^

的
に
、''
,乃
至
は
國
家
的
，に
處
分
せ
ら
.：る
.ぺ
き
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あ
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成

經
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费
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调
に
於
け
る
和
ヽ
同
經
濟
化

.に
於
て
最
も
典
型
的
に
現
れ
る
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之
は
例
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へ
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ば
そ
.の
方
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决
に
於
て
一
種
の
社
, #
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險
の
M
理
に
ょ
る
も
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で
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り
、
厕
家
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叉
t
共
同
經
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I
消

費
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個
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唯
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消
費
素
各
自
に
消
費
需
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額
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じ
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割
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て
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ゑ
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‘，む
し
ろ
消
費
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望
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_
じ
:0
强
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當

，て
ん
'
と
す
る
も
の
へ
で
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.る
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：
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費
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活
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け
國
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消
費
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中
，に
吸
收
さ
れ
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と
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か
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之
に
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つ
て
個
<
的
觀
點
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す
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合
理
性
は
否
定
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れ
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か
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し

れ

な
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怦
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中
に
収
入
れ
ら
れ
、
止
拗
ざ
れ
る
と
考
ふ
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
之
に
ょ
つ
て
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半
，ば
强
制
的
に
"
各
經
澈
主
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の
需
要
體
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化
せ
'し
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ら
れ
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紅
ら
ば
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價
値
と
市
場
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格
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緩
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さ
れ
又
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1
さ
" 

れ
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營
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場
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ら
れ
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れ
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經
濟
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け
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來
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つ
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布
場
經
濟
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業
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濟
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經
營
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な
る
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一

時
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助
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與
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藥
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れ
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濟
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れ
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薷
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れ
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働
機
會
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し
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恍
制
下
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け
る
經
濟
價
値
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衡
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而
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濟
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濟
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ば
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